
＜私たちが拓く日本の未来新旧対照表＞

頁 該当箇所

14
① 選挙権
上から4行目

24
参議院議員通常選挙
（地方区・選挙区）にお
ける投票率の推移

25 若い世代の投票率

27
「若者の政治参加と海
外の選挙事情」

新

平成28年６月に施行されました。

旧

平成28年６月から施行されます。

　若い世代の投票率は、いずれの選挙においても他の世代に比べて低く、しかもその差が拡大してきています。例えば衆議院議員総選挙におけ
る20歳代の投票率は全体の投票率に比べ、昭和50年代は10ポイントほど低かったものが、現在は20ポイントほどの差になっています。
　なお、選挙権年齢が引き下げられて初めて実施された国政選挙である平成28年（2016年）の参議院議員通常選挙においては、18歳の投票率
は51.28％、19歳は42.30％となり、20歳代の投票率に比べて高い水準となりました。

若い世代の投票率は、いずれの選挙においても他の世代に比べて低く、しかもその差が拡大してきています。例えば衆議院議員総選挙におけ
る20歳代の投票率は全体の投票率に比べ、昭和50年代は10ポイントほど低かったものが、現在は20ポイントほどの差になっています。


